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幸福度が上昇しているブータンで、なぜ若者たちは海外へ向かうのか？

Young People Leaving the “Land of Happiness”

１．「幸せの国」 ブータンとは？ ２．問題提起

３．充足度が上がった項目について

４． オーストラリアへの移住背景

結論： ブータンの若者が求める幸せとは？
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面積 約3.8万km²
人口 約78.6万人
言語 ゾンカ語
宗教 チベット系仏教
政体 立憲君主制

図１ GNH指数は上昇。特に若年層はブータン人全体よりも高い。
図2 若年層はそれ以外の世代と比べて海外移住に意欲的。

・ 心理的幸福 （2指標）

・ 健康 （2指標）

・ 教育 （3指標）

・ 生活水準 （3指標）

・ 良い統治 （3指標）

・ コミュニティの活力 （3指標）

・ 生態系の多様性と回復力 （2指標）
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G N H 指 数 の 上 昇 は 、 必 ず し も 若 者 の 望 む 将 来 の 実 現 を 意 味 す る

わ け で は な い 。 教 育 水 準 や 生 活 水 準 が 改 善 し て も 、 希 望 す る 教 育

や 仕 事 、 十 分 な 収 入 を 国 内 で 得 ら れ る と は 限 ら な い 。

ブ ー タ ン の 若 者 は 、 将 来 へ の 不 安 を 抱 え な が ら も 、 よ り 多 く の

可 能 性 を 求 め て 海 外 （ 特 に 、 オ ー ス ト ラ リ ア ） へ 移 住 し て い る 。

「学べる自由」と「稼げる未来」

幸福度の上昇 ≠ 将来への安心

・両国の教育機関による連携

・学生ビザで家族も無制限に働ける

・ケア分野などにおける人手不足

・拡大するブータン人コミュニティ

・「行けば成功できる」というイメージ

プッシュ要因 プル要因

① 世帯一人当たり所得 年間約5.5万円以上

② 資産 家畜や土地、家電製品の有無

③ 住居 住居の質や居住環境の改善

若年層（15～39歳）は、18/33指標（約55％）で充足度が上昇 （2015→2022）

（外務省、2026）

•1970年代、第4代国王により提唱
「幸福はGDP（国内総生産）だけでは測れない」

GNH （国民総幸福量）の起源と定義

定義：
「モノの豊かさと心の豊かさのバランスを実現

するための多次元的な開発アプローチ」

•2008年、憲法に明記される

（GNH Centre Bhutan, n.d.）
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（2015, p.61、2023, p.27・31）より発表者作成。 The World Bank Group（2025, p.3）より発表者作成。

充足度が上昇した分野 教育 ３/4指標で上昇 生活水準 全指標で上昇

① 就学年数 6年間の学校教育

② 識字能力 英語、ゾンカ語、ネパール語いずれか1言語

③ 知識 憲法や民話、歌などに関する知識

⇒ 就学機会や基礎的な学習能力が向上 ⇒ 収入や資産、住居環境などの生活条件が向上
（Centre for Bhutan Studies & GNH Research, 2023, p.15-20）
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２．問題提起

幸福度が高いと海外移住に消極的になる、と仮定すると

→「ブータンの若者の幸福度は上昇しているのに、なぜ多くの若者が

海外へ移住 、あるいは移住を希望しているのだろうか？」

・学びたい分野を学べない （49.5%）

・学歴や技能に見合う仕事が少ない

・コロナ禍における高い若年失業率

（2022年： 過去最高の27％を記録）

・働いても収入が足りない （38%）
Statista（2026）
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